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「学生のおもしろ企画 ー大学祭企画」実施報告書

※整理番号：

企画名
0からはじめる木工体験

実施日
令和 6 年 1 1月3日（日）、令和 7 年 1月21日（火）

実施場所
広島大学総合科学部東講義棟K203(R6/11/03)、 おも し ろラボ(R7/1/21)

企画代表者の氏名所属
氏名： 花原巧都 所属：工学部第四類 都市・建築計画学研究室

橋感員の氏名

・

焦子鉦、榎優志、中野瑞希、十河臣吾、茶川祐弥 、西岡航生、山田絋平、李雨姻、佐藤更彩、

竹熊樹、濱野喜史、東山公美、藤田 樹、漬崎礼菜、王茜葦、西村紀彦、秋山友希、
綱島雄真、田守希花、 花原巧都、土居秋穂、 友定真由、佐藤秀弥、佐藤峰里小林敬弘、

田中日菜、黒木爽

指導般立場の敏員氏名 ※襲負内容をご確認の上．ご暑名または記名 押印をお願いします。

I�,公〔p（a
企画の目的及び内容

【目的】

本企画は、学生と地域の人々が連携して行う木工ワ ー クショップであ り、 道具の取り扱いや技術の

学びを通した、世代を超えた交流の場をつくることを目的としている。実際の現場で使われている普段

触れられ ないような道具を使ってオリジナルの製品を製作するといった貴重な体験ができる。この
ワ ークショップを通して道具の使い方を学ぶことができるだけでなく、 木の特性や、ものづくりのおも

しろさを知ることができる。

【企画内容】

本企画では、あらかじめ一 部の構成員が家具職人の下で工具の扱い方を学んだ上で、学生主体で

ワ ークショップを行う。令和 6 年 1 1 月 3 日の学祭では、 地域の人々に木製のお箸およびスプー ンの
製作体験を行って もらう。令和7年1月2 1日のおもしろラボでの開催時では、本研究室の構成員

に木製の皿の製作体験を行ってもらう。手順は以下のようにして取り組む。

①一 部の構成員は家具職人の下で工具の扱い方を学ぶ

②当日使う木材の選定、サイズの調整

③木工ワ ークショップの開催

来場者数

【R6/11/03】地域住民など89名 ， 【R7/l/21】構成員内23名








